
宮城県水産技術総合センター

ヤンマー（株）マリンファーム（大分県）

宮城県からヤンマー（株）への
親貝送付

人工授精による幼生の生産

東北区水産研究所（宮城県）

プロジェクト参加の産官学4機関
協力機関

宮城県漁業協同組合

東北大学

幼生の採苗器への種付け

海面の養殖場での親貝までの養殖
（松島湾、石巻湾）

親貝の復興

種ガキの安定した生産

10月12日の状況
順調に育っています

疾病検査

東北区水産研究所
DNAによる親子判別*

＊稚貝をサンプリングし、DNAによって親貝と親子
判別することにより、人工生産種苗由来の貝と後
に付着した天然貝とを区別し、人工生産種苗の評
価を行う

図．マガキ養殖復興支援プロ
ジェクトの概要と役割分担
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宮
城
県
は
全
国
2
位
の
カ
キ
養
殖
県
で

す
が
、
養
殖
に
必
要
な
種
ガ
キ
供
給
で
は

日
本
の
大
半
を
占
め
、
全
国
の
カ
キ
養
殖

を
支
え
て
い
ま
す
。
今
回
の
津
波
で
、
親

貝
で
も
あ
る
養
殖
ガ
キ
の
大
部
分
が
消
失

し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
親
貝
の
産
卵

で
発
生
す
る
浮
遊
幼
生
数
の
激
減
が
想
定

さ
れ
、
浮
遊
幼
生
を
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
殻
に

採
集
す
る
種
ガ
キ
の
採
苗
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
水
産
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
以
下
の
調
査
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
協
力
す
る
こ
と
で
、
宮

城
県
の
養
殖
業
復
興
の
支
援
を
行
い
ま
し

た
。

マ
ガ
キ
天
然
幼
生
発
生
状
況
調
査

宮
城
県
水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
で

は
、
効
率
的
な
種
ガ
キ
採
苗
が
で
き
る
よ

う
に
、
マ
ガ
キ
の
浮
遊
幼
生
調
査
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
今
回
の
津
波
の
影
響
を
調

べ
る
た
め
、
調
査
定
点
数
の
拡
充
が
検
討

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、当
セ
ン
タ
ー

で
は
、
こ
の
調
査
に
活
用
で
き
る
よ
う
新

潟
市
に
あ
る
日
本
海
区
水
産
研
究
所
か
ら

小
型
調
査
船「
い
そ
な
み
」（
２・６
ト
ン
）

を
、
た
だ
ち
に
塩
釜
市
の
東
北
区
水
産
研

究
所
に
移
送
し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
で
得

ら
れ
た
情
報
は
、
宮
城
県
水
産
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
、
漁
業
者
の
採
苗
作
業
に
活
用
さ
れ
ま

し
た
。

マ
ガ
キ
養
殖
復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

東
北
大
学
、
ヤ
ン
マ
ー
株
式
会
社
、
宮

城
県
と
当
セ
ン
タ
ー
の
産
学
官
４
機
関
が

宮
城
県
漁
業
協
同
組
合
の
協
力
を
得
て
、

人
工
生
産
種
苗
を
活
用
し
て

マ
ガ
キ
親
貝
を
増
や
す
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
い
ま
し

た（
図
）。
な
お
、
宮
城
県

へ
の
持
ち
込
み
前
に
は
厳

重
な
疾
病
検
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
８

月
上
旬
〜
下
旬
に
累
計
約

１
３
０
０
万
個
体
の
人
工
生
産
稚
貝
を
付

着
さ
せ
た
採
苗
器
を
松
島
湾
と
石
巻
湾
の

養
殖
場
に
提
供
し
ま
し
た
。
現
在
、
漁
業

者
の
手
に
よ
り
試
験
養
殖
が
行
わ
れ
て
お

り
、
10
月
上
旬
の
調
査
に
よ
り
順
調
な
生

き
残
り
と
成
長
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
こ
の
種
ガ
キ
が
、
り
っ
ぱ
な
親

貝
と
な
っ
て
産
卵
し
、
マ
ガ
キ
養
殖
に
貢

献
で
き
る
か
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
よ
る
親
子
判
別
な

ど
も
行
い
な
が
ら
調
べ
て
い
き
ま
す
。

ワ
カ
メ
配
偶
体
の
維
持
・
拡
大
培
養

宮
城
県
水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
の
施

設
は
、
津
波
に
よ
り
甚じ
ん
だ
い大

な
被
害
を
受
け

ま
し
た
が
、
幸
い
養
殖
用
種た
ね

糸い
と

作
製
の
元

と
な
る
ワ
カ
メ
の
雌
雄
配
偶
体
の
一
部
は

無
事
で
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
配
偶
体

に
つ
い
て
施
設
被
害
の
少
な
か
っ
た
東
北

区
水
産
研
究
所
で
宮
城
県
と
共
同
で
拡
大

培
養
に
努
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
得
ら

れ
た
大
量
の
雌
雄
配
偶
体
を
細
断
・
混
合

し
て
糸
に
付
着
さ
せ
て
種
糸
を
作
製
し
、

漁
業
者
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
宮
城
県
な
ど
と
協
力
し
、
今

回
の
震
災
を
き
っ
か
け
に
み
ら
れ
た
養
殖

業
者
自
ら
に
よ
る
ワ
カ
メ
種
糸
の
作
製
な

ど
の
試
み
に
技
術
的
側
面
か
ら
支
援
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

宮
城
県
の
マ
ガ
キ
と
ワ
カ
メ
の
養
殖
復
興
を
支
援


